
旧制富山高等學校開校100周年を前に

ー「富山髙等學校開校記念碑」を読むー

令和4年・7月4日
富山大学・理事

磯部 祐子
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1923年 「県立」の高等学校として開学
中学校令（1886年）
官立 【東京】第一高等中学校（1886年）⇒一高（1894年）
【仙台】第二高等中学校（1887年）⇒二高（1894年）【京都】第三高等中学校（1886年）⇒三高（1894年）
【金沢】第四高等中学校（1887年）⇒四高（1894年）【熊本】第五高等中学校（1887年）⇒五高（1894年）

第一次高等学校令（1894年）
官立 【岡山】六高（1900年） 【鹿児島】七高造士館<再興>（1901年） 【名古屋】八高（1908年）

第二次高等学校令（1918年 3年制）
官立（3年制） 新潟高校 / 松本高校 / 山口高校 <再興>/ 松山高校（1919年）

水戸高校 / 山形高校 / 佐賀高校 / 弘前高校 / 松江高校（1920年）大阪高校 / 浦和高校 /
福岡高校（1921年）静岡高校 / 高知高校（1922年）姫路高校 / 広島高校（1923年）

官立（7年制） 東京高校（1921年） / 台北高校（1922年）
公立（7年制） 富山高校（富山県立、1923年） / 

浪速高校（大阪府立、1926年） / 府立高校（東京府立、1929年）
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富山髙等學校開校記念碑（1949年頃右下）
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富山髙等學校開校記念碑（2022年人文学部前）
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碑文に記された旧制富山高校開学と天皇

・大正11年9月28日
（1922） 皇太子納采の儀

・大正13年1月26日 皇太子成婚の儀

・昭和3年11月10日 天皇即位の礼

・大正12年５月（「前此」）
馬場はる 寄附願

・大正12年７月 県会満場一致で決議
・大正12年12月 南日恒太郎 校長就任

・大正13年4月15日 第一回入学式
・大正13年11月８日 「東宮侍従御差遣の
事」（陸軍大演習御統監8日小矢部行啓 10日富山市行啓）

・昭和3年7月20日 南日校長逝去
・昭和3年10月1７日 開校記念の祝典
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富山高等学校開校祝典記念品
御歌所長・入江為守子爵書

右 御製（昭和14年歌会始「山
色連天」）

左 皇后御歌（昭和1５年歌会
始「河水清」）
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書
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•当時の時代思潮
•超「官立」（＝天皇の権威）の希求（教育文化の機関は
常に隣縣石川新潟に奪われ、官立高等学校の如きも亦彼の二縣の有する所
となったのは縣民の齊しく遺憾とするところであった。『富山高等学校十年史』）

•南日校長が抱いていた厚い敬神尊皇の念

12

碑文に見る天皇に関する記述の背景

根底にある馬場はる刀自及び県民の思い

縣下未有髙等學校之設、誠憾事也



参考

『越中の文学と風土』
（広瀬誠著、桂書房刊、1998年）

『南日恒太郎遺稿と追憶』
（田部隆次編、1934年7月）

『復刻版 富山高等学校十年史』
（平成11年）
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